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１． 本論文の主旨
本研究は、移民はなぜ「不法」になるのか、何が非正規移民の「不法性」を維持さ
せるのかという 2 つのリサーチクエスチョンを掲げ、日本における非正規移民の「不法
性」を問うた。「法による『不法性』の生産」（De Genova 2002, 2004）、「移住インフラ」
（Xiang and Lindquist 2014）をそれぞれの問いを分析するための中心的概念とした。
38 名の非正規移民をはじめ計 69 名へのインタビュー、のべ 175 箇所の参与観察を
行った。
日本において、非正規移民は予期せぬ結果として発生しただけではなく、国家が
意図的に彼／彼女らに「不法性」を付与しながら生み出している側面が見いだされた。
Mobility（移動）を分析する「移住インフラ」で提示されていた 5 つの要素に「家族的要
素」「経済的要素」の 2 つの要素を追加し、Immobility（不動）を分析する概念「『不法
性』を維持させるインフラ」に転換した。また、非正規移民の主体性、日本社会とのつ
ながりを明らかにした。
２． 本論文の構成と概要
第 1章 研究背景
非正規移民に関連する統計を整理し、統計を見る中から発生した疑問を事例と共に
挙げた。次に日本政府・法務省出入国在留管理庁における外国人労働政策を概観
した。さらに「非正規移民」を定義した上で、移民はなぜ「不法」になるのか、何が非正
規移民の「不法性」を維持させるのかの 2 つのリサーチクエスチョンを提示した。調査
方法、調査対象者、分析・記述方法を紹介し、研究倫理・調査法のレビューを行った。
第 2章 非正規移民をめぐる歴史と先行研究の整理
日本の先行研究のレビューから、日本における非正規移民をめぐる歴史も振り返った。
第3章での分析のために、非正規移民における「不法性」を扱った文献をレビューし、
「法による『不法性』の生産」（De Genova 2002, 2004）を起点として、「不法性」が概念
としてどのように発展してきたのかを明らかにした。また、非正規移民が「不法」という
自らの立場にどのように反応してきたのかを見た。第4章での分析に用いる「移住イン
フラ」（Xiang and Lindquist 2014）の 5 つの要素を説明した。
第 3章 移民はなぜ「不法」になるのか
1 つ目のリサーチクエスチョン「移民はなぜ『不法』になるのか」に回答した。1 節で移
民が来日に至る理由を整理し、2節で 38名の非正規移民を「不法」になった経緯ごと
に類型化した。類型化する中で、「不法」になることを想定していなかった者を中心に、
移民が「不法」になる要因を分析した。分析の結果、制度に起因する「不法」、移住産
業に起因する「不法」が見出された。
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第 4章 何が非正規移民の「不法性」を維持させるのか
2 つ目のリサーチクエスチョン「何が非正規移民の『不法性』を維持させるのか」に回
答した。「移住インフラ」における要素を非正規移民の定住過程を分析するために援
用した。商業的要素、技術的要素、人道的要素、社会的要素に、新たに「経済的要
素」「家族的要素」を加えた。また非正規移民が「不法」のままでいるのは制度に欠陥
があるからなので、規制的要素を「制度的欠陥」と言い換えた。属性の異なる 3 名の
非正規移民を分析し、6 つの要素と制度的「欠陥」の相互作用が非正規移民の「不法
性」を維持させるという結論を得た。
第 5章 考察
本研究は日本における非正規移民を研究対象とし「国家による意図的な『不法性』の
生産」概念を示した。この概念には過去からの歴史的通時性があった。また Mobility
（移動）を分析する概念「移住インフラ」を、Immobility（不動）を分析する「『不法性』を
維持させるインフラ」概念に転換した。非正規移民には主体性が存在し、日本社会で
つながりを形成する場合もある。そして、非正規移民によってその意識を変化させら
れた者も存在した。
第 6章 結論
本研究の実証的貢献は、日本の非正規移民における「不法性」が生産・維持されて
いるのを明らかにした点である。非正規移民における「不法性」は所与のものではな
かった。また、「国家による意図的な『不法性』の生産」、「『不法性』を維持させるイン
フラ」概念を新たに提示する理論的貢献を果たした。今後の課題として、非正規移民
の新たな発生源となっている技能実習制度における中間組織への調査、留学生から
非正規移民になる現象の年代別比較、欧米との比較研究を挙げた。
補論 政策分析・政策提言
本研究によって浮かび上がった出入国在留管理政策上の課題を分析した。まず「不
法滞在者 5 年半減計画」における法務省入国管理局の成果を再考した。次に 2019
年度から導入された特定技能人材は労働力として非正規移民を代替しないと論じた。
政策提言として、難民条約の履行、アムネスティの次善策としての在留特別許可に係
るガイドラインの改訂を挙げた。現行のガイドラインに要素を追加し、透明性を上げる
ために要素にポイントをつける案を提言した。
３． 口述試験での質疑応答
本論文審査委員会は、申請者から提出された学位請求論文を査読し、2020 年 3
月 26 日 10時 40分から 2時間わたり口述試験を実施した。審査委員は、この論文が
充実したデータを有し、新しい理論を提示していることを認めたが、修正すべきところ
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をいくつか指摘した。主たるコメントと質問は以下の通りである。
１．先行文献の整理：第 2 章の先行研究の中では主に海外の文献が整理されて
いるが、日本の先行研究のレビューもここに位置づけるべきだ。
２．方法論について：第 3 章、第 4 章のデータの提示の仕方が一貫していない。
なぜ提示の仕方が違うかを予め説明する必要がある。また、方法論について
より詳細な記述が必要である。
３．不法インフラという概念は、独自の提案かと思うが、論文の中で、その点をもう
少し明確に説明する必要がある。今までの議論と違うコンセプトを提案したの
であれば、不法インフラが意味するところが何かを説明すべきである。
４． この論文はエスノグラフィーだが、第5章1節だけがマスコミ研究で、浮いてい
る。それに対して、第 5 章 2 節は、エスノグラフィーに基づき、説得力がある。
よって、第 5章 1節と 2 節でギャップが目立つ。
５．考察章は全体の発見を踏まえて記述し、より理論的に絞る必要がある。また、
この論文全体の結論を明確な言葉で書くべきである。
６．日本語が締切に迫られてなぐり書きをしている印象を受ける。英語から日本語
に直訳したような日本語が結構ある。普通に日本語の論文として読んだときに、
学術的日本語になっていない箇所がある。
口述試験では、指摘や質問に関して適切に回答が示され、修正すべき点につい
ては、最終提出までに修正することとなった。審査委員会は修正意見に対する対応表
とともに、修正が適切になされていることを確認した。
４． 評価と審査結果
本博士論文は、日本において最も脆弱な移民集団である非正規移民について
の研究である。非正規移民はその不法性と自らをさらすことでのリスクを懸念すること
から、研究をするのが難しいテーマである。本博士論文は多くの非正規移民とこれら
の人々の人生に直接関わる人々へのインタビューを成し遂げた。豊富なエスノグラフ
ィーとインタビューデータを通じて、本博士論文は日本への不法移住現象に対して貴
重な洞察をもたらす。また、日本において移民が不法になる原因と、彼／彼女らが不
法性を維持するメカニズムを理論化することができている。本研究は日本の移民研究
におけるギャップを埋めるだけでなく、移住インフラ理論を修正し、「不法性を維持さ
せるインフラ」概念を提示することで国際移住に理論的貢献を果たす。口述試験後、
論文は審査委員の要求どおりに注意をもって修正されていた。
審査委員会が論文に関して慎重かつ総合的に審査を行なった結果、博士学位請
求論文としての水準を十分満たしているものと判断し、これを受理することに全委員が
合意した。
５． 審査結果： 合格
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